
　　
伸伸ノ
ブ

ささ
んん
のの
シシ
ネネ
ママ
トト
ーー
クク

鈴鈴
木木
　　
伸伸
夫夫

　
伸ノ
ブ

さ
ん
の
シ
ネ
マ
ト
ー
ク

鈴
木
　
伸
夫



第
三
十
八
回
「
佳
作
は
佳
作
座
で
」

　
東
京
の
飯
田
橋
近
く
に
は
法
政
大
学
や
東
京
理
科
大
学
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
御
茶
の
水
、
水
道

橋
、
四
谷
、
早
稲
田
に
も
近
い
こ
と
か
ら
安
い
料
金
で
名
画
な
ど
を
見
ら
れ
る
「
映
画
館
」
が
あ

り
ま
し
た
。

　
学
生
街
の
映
画
館
と
で
も
言
え
る
そ
の
映
画
館
の
名
は
「
佳
作
座
」
で
、
一
般
的
に
「
名
画
座
」

（
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
と
は
違
い
、
簡
単
に
言
え
ば
、
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
公
開
さ
れ
、
人
気
の
あ
っ
た

作
品
を
二
番
館
で
上
映
後
、
一
本
立
で
あ
る
い
は
二
本
立
で
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
た
り
、

特
に
絞
ら
な
か
っ
た
り
、
自
由
な
着
想
で
番
組
を
低
料
金
で
編
成
す
る
映
画
館
の
こ
と
。
無
料
で

配
布
す
る
個
性
あ
ふ
れ
る
独
自
の
ミ
ニ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
受
験
で
上
京
し
た
時
は
、
映
画
を
観
て
い
る
時
間
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
就
職
試
験
で

上
京
の
時
、
入
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
洋
画
二
本
立
で
、
一
本
の
タ
イ
ト
ル
を
覚
え
て
い
ま
す
。

「
燃
え
る
洞
窟
」（
67
年
イ
ギ
リ
ス
製
作
、
ク
リ
フ
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
監
督
、
出
演
ジ
ョ
ン
・
リ
チ
ャ
ー

ド
ソ
ン
、
オ
リ
ン
カ
・
ヘ
ロ
ー
ワ
、
音
楽
マ
リ
オ
・
ナ
シ
ン
ペ
ー
ネ
）。
な
じ
み
が
な
い
の
で
こ
れ
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を
調
べ
て
み
る
と
、
68
年
９
月
28
日
公
開
、
同
時
上
映
が
「
魔
獣
大
陸
」（
68
年
イ
ギ
リ
ス
製
作
）

と
い
う
作
品
で
し
た
。

　
ぼ
く
は
こ
ん
な
映
画
の
タ
イ
ト
ル
や
、
同
時
上
映
が
何
だ
っ
た
か
な
ど
、
ど
う
で
も
い
い
こ
と

に
興
味
が
あ
り
、
自
分
で
持
っ
て
い
る
映
画
雑
誌
を
総
動
員
し
て
捜
す
の
が
好
き
で
し
た
。（
定
年

と
と
も
に
70
年
代
か
ら
欠
番
な
く
持
っ
て
い
た
映
画
雑
誌
「
ス
ク
リ
ー
ン
」
は
管
理
す
る
場
所
も

な
く
、「
映
画
の
本
は
映
画
館
へ
」
と
考
え
、
親
し
い
映
画
館
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
70
年
代

か
ら
欠
番
な
く
持
っ
て
い
た
「
キ
ネ
マ
旬
報
」
は
東
京
八
王
子
の
映
画
フ
ァ
ン
へ
知
人
を
通
じ
て

差
し
上
げ
ま
し
た
。）

　
名
画
座
と
言
わ
れ
た
「
佳
作
座
」
で
上
映
さ
れ
た
「
燃
え
る
洞
窟
」
は
何
だ
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
映
画
で
、「
こ
れ
が
名
画
か
」
と
言
え
る
作
品
で
し
た
。

　
前
記
の
二
本
は
怪
奇
物
の
映
画
製
作
を
得
意
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
マ
ー
フ
ィ
ル
ム
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
の
製
作
で
20
世
紀
Ｆ
Ｏ
Ｘ

フ
ォ
ッ
ク
ス

が
配
給
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
当
時
は
新
作
で
、
名
画
座
で

上
映
し
た
の
は
、「
何
ら
か
の
事
情
で
予
定
し
て
い
た
作
品
が
だ
め
に
な
り
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
作

品
の
た
め
、
上
映
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
ま
す
。
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問
題
の
「
燃
え
る
洞
窟
」
は
、
ウ
ル
ス
ラ
・
ア
ン
ド
レ
ス
（
初
代
ボ
ン
ド
ガ
ー
ル
）
主
演
の
「
炎

の
女
」（
原
題
Ｓ
ｈ
ｅ
、
65
年
イ
ギ
リ
ス
製
作
、
ロ
バ
ー
ト
・
デ
ィ
監
督
）
の
続
篇
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
前
篇
も
観
て
な
い
の
に
後
篇
だ
け
観
て
も
、
よ
ほ
ど
原
作
で
も
読
ん
で
い
な
い

限
り
、
理
解
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
思
い
が
け
な
く
「
炎
の
女
」
は
、
テ
レ
ビ
東
京
が
「
午
後

の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
で
数
年
前
放
送
し
た
の
で
エ
ア
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
し
た
が
、
部
分
的
に
カ
ッ

ト
し
て
あ
る
の
か
、や
は
り
ぼ
く
の
頭
で
は
理
解
不
可
能
で
し
た
。で
す
か
ら
あ
え
て
ス
ト
ー
リ
ー

は
書
き
ま
せ
ん
。
佳
作
座
は
88
年
（
昭
和
63
年
）
閉
館
し
ま
し
た
が
、
ぼ
く
が
就
職
試
験
で
上
京

し
た
時
も
ら
っ
た
ミ
ニ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
ら
ん
下
さ
い
。

（
続
）

（
文
中
敬
称
略
）

伸
　

平
成
24
年
３
月
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